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１年理数科の40名は、12月３日(火)～５日(木)にかけ 

て、つくば市の研究所（産総研等）、東京大学の本郷・ 
駒場キャンパスの各場所で様々な研修を行いました。 
最先端の研究についての講義・実験の受講、研究施設 

等の見学を通して“本物の科学技術や研究”の魅力を体 
験しました。また、大手企業で研究をされている２回生 
の先輩の講演を聴き、自分の進路等について深く考える 
いい機会となりました。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

１２月４日（水）、２年理数科は大塚製薬株式会社 佐賀工場、味の素株式会社 九州事業所を訪れ、企業研修を行
いました。大塚製薬では「ポカリスウェット」の生産工程の一部や研究所を見学し、味の素の世界最大級のアミノ酸発酵
工場では、うま味調味料をつかった味覚体験等を行いました。 仕事に誇りを持って勤務している研究員の方々の姿や講
話にふれることで、自らの職業観や勤労観を醸成させる、実りある一日となりました。 
 

 

 

 

 第 9９回全国高等学校ラグビーフットボール大会に本校ラグビー部が 2 年連続１８回目の出場を決めまし
た。先日行われた抽選の結果、１２月２７日の１回戦で桐生第一（群馬代表）と対戦することが決まりまし
た。出場に際しまして多くの方からの物心両面からの激励等をいただきました。ありがとうございました。
今年も昨年に引き続き、全国大会で青い旋風を起こしてくれるものだと信じています。なお、１・２年生の有
志と引率教員の約１８０名が2６日に長崎を出発して応援へ向かう予定です。 
 ぜひ、北陽台ラグビー部の応援をよろしくお願いします。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

「 行 動 力 」 

                                   教 頭  古 賀  巖 

 

スウェーデンの環境活動家 Greta Thunberg（グレタ・トゥンベリ）（16）さんが、9 月 23 日にニューヨー

クで開かれた国連気候行動サミットで各国のリーダーに向けておこなった演説の一部です。 

『私から皆さんへのメッセージ、それは「私たちはあなたたちを見ている」、ということです。私は今、この

壇上にいるべきではありません。私は海の向こうで学校に行っているべきです。それなのに、あなたた

ちは私に希望を求めてここにきたのですか？よくそんなことができますね！あなたたちは空っぽの言葉

で、私の夢そして子供時代を奪いました。それでも私はまだ恵まれている方です。多くの人たちが苦し

んでいます。多くの人たちが死んでいます。全ての生態系が破壊されています。私たちは大量絶滅

の始まりにいます。それなのにあなたたちが話しているのは、お金のことと、経済発展がいつまでも続く

というおとぎ話ばかり。恥ずかしくないんでしょうか！  （中略） 

30年以上にわたって、科学ははっきりと示してきました。それに目をそむけて、ここにやって来て、自分

たちはやるべきことをやっていると、どうして言えるのでしょうか。必要とされている政治や解決策はどこ

にも見当たりません。 （中略） 

あなたたちは、私たちを失望させている。しかし、若い世代はあなたたちの裏切りに気づき始めてい

ます。未来の世代の目は、あなたたちに向けられている。もしあなたたちが裏切ることを選ぶのであれ

ば、私たちは決して許しません。私たちはこのまま、あなたたちを見逃すわけにはいかない。今この場

所、この時点で一線を引きます。世界は目覚め始めています。変化が訪れようとしています。あなた

たちが望もうが望むまいが。』 

 

たった一人の少女の行動が世界を動かそうとしています。上記の言葉に世界の大国のリーダーは

小ばかにするような言葉を投げかけました。しかし未来は若いあなたたちの時代です。あなたたちの子

供の時代です。考えるだけでなく行動することは苦労と勇気が必要です。世の中には賛否様々な

考えの人がいるため非難や嘲笑を浴びることもあるでしょう。しかし世界にはそんな言葉に負けず活動

をし、自分の考えを発信している同年代の学生がいることを知ってください。今すぐでなくてもかまいま

せん。小さなことでもかまいません。世の中のいろいろなことに興味と疑問を持ち、自分の中の正

義、正しいと思うことへの行動を起こしてください。どんなに大きなことでも最初の小さな一歩を踏み出

すことから始まります。新しい年を迎えようとしている今、新たな決意をし、その一歩を踏み出す時では

ないでしょうか。 

 

ラグビー部主将 岡崎君より 
 
 県大会ではたくさんのご声援ありがとうございました。全国
大会では、昨年度準々決勝で負けた悔しさを胸に、長崎北陽台
ラグビーの応援をしてくださるすべての方々への感謝の気持ち
を忘れず、一戦一戦ひたむきにベスト４目指して頑張ります。
応援よろしくお願いします。 

１年理数科研修旅行～最先端研究と先輩との出会い～ 

２年連続 18度目 花園出場決定！ ～いざ花園へ！～ 

 

 

 

 

 

２年理数科 ～企業研修～ 



【３学年】      ここからが勝負！           ３学年主任 下村かおり 

早いもので、センター試験まであと１ヶ月あまりになりました。ここからは、「これだけやった」

という気持ちが自分を支えてくれます。体力および精神力勝負です。大きく深呼吸して頭と心をリ

セットし、「君はできる。大丈夫。自信を持て！」と自分に暗示をかけましょう。先日のＬＨＲで立

てた計画表を見ながら、あと３０日でやれること、やるべきことを洗い出し、あとは邁進するのみで

す。長い人生の中のたった３０日、寝食忘れて勉強のみに没頭しても良いのでは？今までの努力不

足を痛感している人も、今できることを徹底的に納得のいくまで取り組むしか他に道はありません。

後悔する時間があれば、その分勉強に費やすべきです。 

また、１日の活動時間の大半を学校で過ごすのですから授業中に一番集中力を発揮できるよう、

体のリズムを整えましょう。夜型の人は、そろそろ朝型に切り替えてはどうですか？ 

とはいえ、年末年始は普段なかなか会うことができない祖父母や親戚の方々に顔見せできる貴重

な機会です。祖父母の方々に笑顔で対応できるくらいの心のゆとりは持ちたいものですね。 

 
 
 
 
 12月12日（木）今年も本校の伝統行事「健脚くら 
べ」が行われました。日頃の体育の8分間走等で鍛え 
た持久力を発揮し、１・２年生550人が琴の尾岳を折 
り返す厳しいコースを走破しました。大きな怪我等も 
なく、無事生徒も完走した達成感に浸りながら、PTA 
の方のうどんの炊き出しをいただきました。ご協力い 
ただいた皆様、ありがとうございました。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３日（金）、４日（土）プレテスト（３年）   １８日（土）・１９日（日）大学入試センター試験（３年） 

５日（日）、６日（月）自学（３年）       １８日（土）校外実力試験（１・２年） 

８日（水）始業式、校内実力試験（１・２年） １９日（日）校外実力試験（２年） 

９日（木）校内実力試験（２年）       ２０日（月）自己採点（３年） 

百人一首大会（１年）       ２１日（火）特別編成授業開始（３年） 

１１日（土）土曜自学（全学年）       ２６日（日）～３年個人面談 

 １６日（木）凧上げ大会（２年）        

       センター試験壮行式（３年）    

【１学年】       「初心に帰る」           １学年主任  守 慶直 

 

 ２学期が終わろうとしています。ここまでの北陽台での生活はどうですか。入学してすぐ、積土成山に

『これからの高校生活の決意』について書いてもらいましたが、冬休みを機会に自分がどのような決意を

抱いていたか振り返ってみてください。自分の思い描いていたような学校生活を送ることができているで

しょうか。日々の忙しさに追われてしまい、なかなかうまくいっていない人もいると思います。新年を迎

えるタイミングで初心に帰り、また新たな気持ちで２年０学期のスタートを切りましょう。 

 

【２学年】          導入先送り         ２学年主任 林 圭介 

 １１月１日に、君たちから対象となる予定だった「大学入試英語成績提供システム」の導入が先送

りされましたね。６年後の実施を目指して再検討するようです。 

 また、数日前には、国語と数学の試験に導入予定だった記述式問題が実施見送りとなりましたね。

ほぼ白紙撤回のような形となったようです。 

 「大学入試改革」は、今若者に求められているが不足している力を、大学入試の勉強の中で身につ

けさせようとするものであり、その方向性は理解できますが、今回のようにシステムの不備により、

実施見送りになったことは、君たち受験生や教育現場にとっては大きな混乱を招きました。かなり振

り回されているという感じは拭えませんね。 

 しかし、「新傾向問題」というのは残るはずなので、「新傾向」をよく理解して、そのような問題に

習熟していかなければなりません。今後も情報を収集しつつ、しっかり取り組んでいきましょう。 

＜総合＞ 
１位：1年6組 ２位：2年1組 ３位：2年5組   
＜男子＞ 
・1年 
1位：7組1班  2位：2組1班 3位；5組1班 
・2年 
1位：4組1班  2位：2組1班 3位：7組1班 
＜女子＞ 
・1年 
1位：5組1班   2位：6組1班  3位：6組2班 
・2年 
1位：1組1班   2位：5組1班  3位：3組1班 
 

健脚くらべ ～琴の尾岳を目指して～ 

各学年から～主任の熱いメッセージ～ 
1月の主な月間行事予定 

 

 

 

 

 

 
 


